Batten=woman by unknown

作現在ばってんう…士「峨決定のい性をj という目的で、 !J:.性議員をふや
そうとする活動に取り組み始めています。そのための学脅というととで会員 3人前記の会に
参加しましたQ
会の前半は、 ノルウェーの国会議員でかつ左派社会党党首でもあるクリステイン・ハルヴ
ォルセンさん (38巌) の講演が行われましたい 彼女は快活で力強く、 とても魅力的な女性
でした。 まずノルウェーにおける女性の政治進出についての話がありました。現在国会議員
の 36%が女性、議長も女性、また 19名の閣僚のうち 8名が女性。 1981年には初の女性首
!岱
相が誕生、大蔵、外務大臣にはまだなっていないが、数週間前に女性が防衛大臣になった。
地方でも女性の進出は市議会で33%、県議会で41%、だから当然議員にも産休がある。自
分自身も第2子を出産した止きは8カ月の有給休暇を取り、その聞は代理議員が仕事をした。
とのようなノルワェーでも 1971年以前は女性の国会議員も 9%と少なく (えっ?日本で
名前を消去し、女性の名前を書き入れた(ノルウェーの選挙制度は全て比例代表制でしかも
ないのはおかしいと多くの女性たちが結束して、各政党の候補者名簿の中から男性候補者の;
選挙民が候補者の名前を書き換えることができる)。その結果多くの地区で女性議員が飛躍!
的に増加し、 一挙に 14%に跳ね上がった。 この 1971年のできごとは「女のクーデタゴとい
j紛われた。それ以来各政党も候補者リストを男女交互にしたりして、女性議員は増え続けた。
女性が政策決定の場に多く参加することで、今まで政治問題になりにくかった育児や介護
の問題に男性も直面せざるを得なくなった。たとえば保育園の拡充や学童保育が実現し、育
児休暇も 80%の有給で職場復帰も保障された。また育休のうち 4週間は父親が取らな吋れ
ばならないという 「パパ・クウオータゴ制が導入されたr ノルウェーの父親の 7割がこの制
度を利用しているという ο
このように女性の政治進出はめざましいものの、すべての分野において男女間の平等が実
現しているわけではないp 依然として女性はパート労働が多く、管理職の割合も民間企業で
は 7.5%に過ぎない、女性がキャリアを重ねていとうとするには家事や育児の負担がやはり
大きい。男女ともの労働時間短縮を求めなければならないこ
3E。最近は男性の意識も変わってきた。銀行の頭取が子どもの迎えのために会議を早く切り
上げたり、大蔵大臣が「パパ・クウオータ1 を取得したりしているc 出生率も近年増加の傾
向にある。 ぷ
日本では歴史や事情が違うのでノルウェーと単純に比較はできないが、高齢化・少子化問
題は共通しているし、解決するためにはやはり女性の知恵や力がいる。だからこそ女性が政
策決定の場に出る必要がある。
以上のようなクリステインさんの話は、なかなか女性の議員や閣僚が増えない日本の状況
にはがゆい思いをしている私たちにとってはとてもうらやましい反面、女たちが団結すれば
打開の道は開けるとし、う確信を与えてくれました。
講演の後、クリステインさんをまじえて、 ジャーナリストの下村満子さん、女性政策研究
家三井マリ子さんなどによるパネルデ‘イスカッションが行われました。「なぜ女性が政策決定
の場に参加することが大事かJというテーマに対して、下村さんが「女と男の関係が変化し
ている今日、女も人間であり、人生の選択ができる自由や幸せになる権利があるの女の午前
経験に基づいて女にとって幸せな社会を考えていくために私たちは議会の場で戸を上げなけ
ればならない。Jと話したととが印象に残りました心確かに高齢・少子化や環境などの今日
的課題に女性の考えが不可欠であることは間違いあり主せんが、それだけの理由で女件ーを議
会にというのは少し狭い見方ではなし、か止思います。 との世の中女半分男半分いるのですか
ら、どのような分野にもt什主分男半分いていいのに現実はそうなっていませんつ特に何かを
決定する分野、例えば政策や方針などを決定する分野にあまりにも女性が少なすぎますれ
れを是正していかなければ、いつまでも私たちの自由や幸せは実現しないごつまり女性議員
を増やすというととは女性の人権の問題なのだ止女たちは気づいたのです。 とのことが今同
の地方選にもあられた女性議員の増加という全国的なうねりになったのではないでし上う
か。ぜひ多くの女性を議会に送り出しましょう!

